
来週の土曜日は文化祭です。文化祭では例年クラス

対抗の合唱コンクールを行ってきました。しかし、今

年度は学年合唱のみを行うことにしました。ただ、３

年ぶりに保護者の方々に直に合唱を聞いていただきま

す。すでに、学年練習が始まっています。校長室にいると、みなさんの歌声が聞こえてきて心

が安らかになります。保護者の方々もみなさんの学年合唱を大変楽しみにしているはずです。

歌は一人でも歌うことができますが、合唱は一人ではできません。歌うのが得意な人がいれ

ば、そうでない人もいます。一人ひとりの声は高さや大きさも違います。そのような一人ひと

りの違った歌声が何重にも重なり合って、歌声が太く大きくなっていくのが合唱の魅力である

と思います。しかし、みなさんが単に全員で歌うだけでは美しい響きは生まれません。全員が

同じ思いで、全員の気持ちが一つになった歌声に人は美しさを感じ、感動するのだと思います。

学年合唱は学級対抗のように勝負には関係ありません。しかし、聴いている方はその学年合

唱に感動します（もちろん学級での合唱も感動するのですが・・・、２・３年生のみなさんは

昨年の３年生の学年合唱を聴いてそう思わなかったでしょうか）。なぜ感動するのか、勝負がか

かるとがんばるのは当たり前ですが、勝負に関係のないことに「気持ちを一つにして」一生懸

命取り組む姿こそが、その学年の力であり、その学年の成長の証だからです。だから毎年、学

年合唱に心を打たれるのだと思います。文化祭当日は、各学年全体の声を精一杯響かせて、そ

れぞれの学年の力を思う存分見せてほしいと思います。
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〈１年生のみなさんへ〉

中学生として初めての歌の発表で緊張もす

るかと思いますが、１年生らしい明るくのびのび

とした歌声を期待しています。

〈２年生のみなさんへ〉

昨年は、中学生として初めての音楽会でしたが、どのクラスも、はつらつとしていて、堂々とした発

表でした。今年歌う歌は、ゆったりとしたメロディーで昨年の歌とまったく異なる感じの曲です。どのよ

うな歌声を聴かせてくれるのか楽しみです。

〈３年生のみなさんへ〉

みなさんは入学してからすぐに休校となり、コロナ禍の中で中学校生活を過ごしてきました。体育

大会や文化祭もすべて制限された中での開催でした。でも、みなさんは今できることに精一杯がんば

ってきました。そういう中でがんばってきたみなさんだからこそ表現できるものがあるはずです。聴い

ている人に届けられるものがあるはずです。文化祭当日と箕島中学校の看板を背負って出演する有

田地方音楽会、みなさんがどんな発表をしてくれるのか期待しています。


